
利用状況　　　令和６年度（Ｒ６．４．１～Ｒ７．３．３１）

　対象：市内在住、在学、在勤、在園者及び名古屋市名東区、名古屋市守山区、瀬戸市、尾張旭市、日進市、豊田市在住者

  点数：図書･雑誌･紙芝居　あわせて１０点まで３週間　視聴覚資料２点まで３週間

R6年度 増減率

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 一日平均 ３月末合計 一日平均

24 26 25 25 27 24 26 25 23 15 23 25 288 289 

846 672 630 527 517 870 835 623 734 678 730 96 7,758 7,457 

20,388 22,254 22,847 22,960 25,416 21,765 22,381 21,079 17,337 13,610 20,454 20,995 251,486 873.2 269,587 932.8 -6%

1,465 1,711 1,641 1,780 2,048 1,337 1,686 1,398 1,239 959 1,274 1,105 17,643 61.3 18,169 62.9 -3%

9,395 9,202 9,865 9,810 10,509 9,448 9,451 9,331 8,283 7,877 9,336 9,607 112,114 389.3 140,115 484.8 -20%

図 書 資 料 35,145 35,588 39,773 39,379 42,313 37,541 37,418 37,381 34,809 33,177 38,556 38,758 449,838 1,561.9 463,829 1,604.9 -3%

視聴覚資料 363 401 452 463 517 498 429 426 352 325 353 408 4,987 17.3 6,168 21.3 -19%

紙 芝 居 293 324 492 442 370 465 432 422 342 310 362 346 4,600 16.0 4,502 15.6 3%

雑 誌 1,358 1,383 1,473 1,302 1,474 1,430 1,408 1,514 1,293 1,335 1,576 1,589 17,135 59.5 16,380 56.7 5%

合 計 37,159 37,696 42,190 41,586 44,674 39,934 39,687 39,743 36,796 35,147 40,847 41,101 476,560 1,654.7 490,879 1,698.5 -3%

223 200 239 273 293 216 166 159 194 166 258 214 2,601 9.0 2,915 10.1 -10%

1,817 1,682 1,836 2,038 1,952 1,964 1,982 1,923 1,715 1,798 2,070 1,992 22,769 79.1 18,577 64.3 23%

12 17 18 18 14 12 16 14 15 9 14 16 175 0.6 176 0.6 

0 0 0 3 0 0 3 2 0 0 12 14 34 0.1 60 0.2 

85 134 112 108 120 68 77 60 68 53 55 69 1,009 3.5 487 1.7 108%

【貸出基準】

【説明】

R5年度

開 館 日 数

蔵 書 購 入 冊 数

入 館 者 数

う ち ５ 時 以 降
入 館 者 数

貸 出 利 用 者 数

新 規 登 録 者 数

予約件数(個人)

Ａ Ｖ ル ー ム

ギ ャ ラ リ ー

レ フ ァ レ ン ス

・令和６年度から貸出点数を５点から１０点に増やし、貸出期間を２週間から３週間に延ばしている。来館し貸出をする頻度が減少したため、入館者
数、利用者数や貸出冊数が令和５年度と比べ減少している。
・令和６年度から予約点数を在住・在勤・在学・在園の方は３点から６点に増やしたことにより、令和５年度と比べ２３％増加している。
・レファレンスは窓口委託業者がレファレンスカウンター席に常駐し受け付けることができているため、件数が２倍に増加した。
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第３次長久手市子ども読書活動推進計画　令和６年度進捗状況・令和７年度目標値一覧

基本目標 重点施策 取組
新規取

組
内容 指標 令和６年度　目標値 令和６年度　実績 達成率 令和７年度　目標値

1
乳幼児期からの読書活動の
支援

乳幼児期に初めて本と出会うきっかけをつくるため、赤ちゃんと保護者が絵本を通
して触れ合う「ブックスタート」などの事業を行います。

ブックスタートパック配付人数
（年間）

出生数の９０％ ５００人 102% 出生数の９０％

2
家庭読書の支援、家読事業
の啓発・推進

○
家庭での読書の機会を増やすため、年齢に応じた本の情報を提供し、本に親しみ
やすくします。

・年齢別絵本リストの配布やHPへ掲載
・本のおたのしみ袋
・ぬいぐるみお泊まり会実施

3 地域の読書活動の支援
ボランティアが地域での活動の際に必要となる本をボランティア団体へ貸出し、地
域の読書活動を支援します。 読み聞かせボランティア１1団体への貸出数：６９１冊

1 良質な図書の収集 専門的視点で司書が選定する良質な図書の収集を継続します。
中央図書館の小学生までの貸
出冊数（年間）

１４６，０００冊 １３１，８０８冊 90% １３５，０００冊

2 声かけレファレンス 本をさがしている子ども(保護者含む）へのレファレンスサービスを継続します。 レファレンス件数（総数）：１，００９件

3
中央図書館がより身近な存
在となる事業の企画

子どもたちの関心やニーズに合わせた本のテーマ展示や飾り付けなどの雰囲気
作りをすることで、本への興味を促し、中央図書館がより身近な存在となるように
努めます。

子ども向けテーマ展示を１０回

4 図書ボランティアとの協働
読み聞かせや本の修理などの図書ボランティアを募集・育成・増員し、中央図書
館と連携します。

・図書修理ボランティアステップアップ講座（全２回）に１５人参加
・ブックスタート事業読み聞かせボランティア養成講座に１２人参加

5
児童書の魅力を保護者へ伝
えるための企画を実施

定期的におはなし会を開催し、図書館講座を始めとしたイベント等を企画します。 子ども向けおはなし会を９７回実施

1
中央図書館から児童館など
への図書貸出

中央図書館と児童館などが協働して団体貸出をすることで、良質な本を提供し、
読書のきっかけづくりをします。また、本の選定に中央図書館の司書が協力しま
す。

団体貸出（児童館など） １４か所継続 全１４か所 100% 全１５か所継続

2 児童館利用者への本の紹介
児童館などに来館する子どもから保護者までを対象に、おすすめ本のブックリスト
などを作成し、情報提供します。 年齢別絵本リストの配布やHPへの掲載

1
中央図書館から保育園・幼
稚園への図書貸出

中央図書館からの団体貸出によって園での読みきかせに適した絵本を増やしま
す。

団体貸出（保育園・幼稚園） ６園 ６園 100% ６園

2
保護者などに読書活動の大
切さを周知

家庭における乳幼児期からの読み聞かせの意義を保護者を始めとする大人が理
解し、親子で絵本に親しむため、園児対象の年齢別のブックリストを配置します。 年齢別絵本リストの配布やHPへの掲載

1
学校連携司書による読書案
内

学校連携司書が、読み聞かせやブックトークなどで読書の楽しさを伝えます。ま
た、子どもの読書相談に応じ、興味や関心のある本を紹介します。 市内小中学校に5人の司書が週4日で訪問

2 授業等での本の活用
学校連携司書と教職員が連携し、総合的な学習の時間や調べ学習、探求学習な
ど、子どもの自主的、自発的な学習を推進し、学校図書館の利用を促進します。 調べ学習など必要な本を学校と連携して提供

年間の学校図書館の貸出冊数
(小学校)

１３１，０００冊 １２６，８７５冊 97% １２０，０００冊

年間の学校図書館の貸出冊数
(中学校)

９，６５０冊 ８，８００冊 91% ６，５００冊

4
学校図書館の読書をする環
境整備

学校図書館の本の配置やレイアウトの調整、本の選定を学校連携司書と司書教
諭が協働で取り組み、環境整備を図ることで、学校図書館が子どもにとって魅力
的な居場所となるよう雰囲気づくりをします。

蔵書点検、配置、レイアウト調整を実施

1
家庭や地域での子ども
の読書活動の推進

2
中央図書館における子
どもの読書活動の推進

3
児童館などにおける子
どもの読書活動の推進
と環境整備

4
保育園・幼稚園における
子どもの読書活動の推
進と環境整備

5
学校における子どもの
読書活動の推進と連携
体制の強化・充実

3
学校連携司書による企画展
示

学校連携司書が、学校図書館でテーマ展示などの企画展示をすること
で、読書への興味を高めるきっかけづくりをします。

基本目標１　「家庭・地域・学校などにおける取組の充実」の達成割合　　令和６年度実績 　目標達成・・・　　９７％　　

１　家庭・地域・学校などに
おける取組の充実

資料２
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基本目標 重点施策 取組
新規取

組
内容 指標 令和６年度　目標値 令和６年度　実績 達成率 令和７年度　目標値

1
子どもの発達段階に応じた
読書環境づくり

対象年齢に応じた本の整備を図り、子どもが自ら本を選ぶ楽しさを実感できる棚
や、くつろいだ雰囲気の空間づくりをするため、児童書コーナー全体を定期的に点
検、調整します。

館内整理日や特別整理期間（蔵書点検）に点検等を実施

2
中高生向けの図書の充実、
読書環境づくり

中高生向けの本を収集し、この世代用に特化した魅力ある書棚を継続します。
中高生向け専用棚の図書貸出
冊数
（年間）

７，０００冊 ７，４０１冊 106% ７，１００冊

3
特別な支援を必要とする子ど
もへのサービス

点字絵本やさわる絵本などを収集し、特別な支援を必要とする子どもや保護者へ
提供します。

バリアフリーの図書（児童）の提
供（累計）

１８０冊 ２０１冊 112% ２００冊

1 読書手帳の普及
読書履歴を残すことで、楽しみながら読書意欲を高めるため、読書手帳の普及に
努めます。

読書手帳の窓口配布数（年間） ５６０枚 ３２６枚 58% ３００枚

2
各施設で読み聞かせイベント
などの実施

読書の大切さを広めるよう「子ども読書の日」や「こどもの読書週間」などに合わせ
て読書に関するイベントや企画展示を開催し、広報に努めます。

おはなし会などの読み聞かせイ
ベント参加者数（年間）

２，０００人 １，７１７人 86% １，７００人

3 保護者への周知
中央図書館を始めとした各施設での読書活動の取組事例を保護者へ広く周知
し、子どもの読書の機会を増やします。 図書館ホームページや「児童館だより」で紹介

1 図書情報などの収集・提供
子どもの読書活動に関連するニュースを提供することで、子どもの読書活動を幅
広く推進します。 5種提供

2
館内におすすめ本紹介文（Ｐ
ＯＰ）掲示

○ おすすめ本の紹介文（ＰＯＰ）を掲示し、子どもの読書のきっかけづくりをします。
中学2年生職場体験で手作りPOPを作成し展示
長久手高校連携事業ＰＯＰの本27点と高校生に人気のある本合わせて
８５冊展示

3
図書ボランティアなどの活動
を紹介

ホームページなどで図書ボランティアなどの活動を紹介、奨励することで図書ボラ
ンティア活動の活性化、生きがいづくりにつなげます。

中央図書館のホームページで図
書ボランティア団体の活動紹介
数

９団体 １０団体 111% １０団体

4
ホームページを通じた情報発
信

ホームページで、本の紹介を始め、各種イベントの開催などの情報提供に努めま
す。また、子ども向けページの充実を図ります。

・おはなし会やぬいぐるみお泊まり会などのイベント情報を市と図書館
のホームページに掲載。
・年齢別絵本リストやテーマ展示リストを図書館ホームページに掲載

令和６年度子ども読書活動推進計画　達成度合計　令和６年度実績 　目標達成・・・　　９３％

1
中央図書館のサービス
の充実

2 普及活動の充実

3 各種情報の収集・提供

基本目標２　「子ども読書活動推進支援の一層の充実」の達成割合　　令和６年度実績 　目標達成・・・　　８９％

２　子ども読書活動推進支
援の一層の充実

- 2 -



1

令和７年度事業概要

１ 事業実施のための計画の位置づけ

⑴ 第６次総合計画

基本目標２ 子どもが元気に育つまち

政策３ 子どもの健やかな成長を支える環境の整備

施策⑴ 子どもが主体的に学ぶ機会の創出

・子ども読書活動推進事業

・読み聞かせボランティア活動推進事業

基本目標５ いつでも どこでも 誰とでも 広がる交流の輪

政策１ まちの資源を生かした市民同士の交流の促進

施策⑴ 歴史の次世代への継承

・地域資料収集事業

⑵ 教育振興基本計画

基本目標Ⅴ 生涯を通じた学びの機会提供と支援の充実

基本施策⑻ 子どもの読書活動の推進

基本施策⑼ 魅力ある図書館づくり

⑶ 子ども読書活動推進計画（第３次）

基本目標Ⅰ 家庭・地域・学校などにおける取組の充実

基本目標Ⅱ 子ども読書活動推進支援の一層の充実

２ 事業概要

⑴ 会議

ア 図書館運営協議会 年２回（５月、３月予定）

イ 学校司書職員連携会議 年１回（７月）

⑵ 図書業務

ア 図書資料、地域資料、逐次刊行物、視聴覚資料等の収集、整理、保存、貸出

イ 蔵書管理

図書の選書、発注、受入、蔵書データの整備など

ウ 利用者サービス

児童・中高生・障がい者向けサービス、レファレンス（資料照会応談）、本

の予約・リクエストなど

エ 団体貸出

小中学校、放課後子ども教室、児童クラブ、Ｎ－ハウス、地域共生ステー

ション、児童館、保育園、幼稚園などへの貸出

資料３



2

オ 館内企画展示

自館企画、他課とのコラボレーション企画による特設コーナー

⑶ 資料収集計画

ア 図 書 約 7,200 冊を収集予定

参考：令和６年度図書購入予算 1,700 万円（視聴覚資料費を含む）

(ｱ) 中央図書館蔵書用

一般書 4,600 冊

児童書 2,150 冊

参考図書 80 冊

郷土資料 40 冊

紙芝居 30 組

中高生向図書 100 冊

計 7,000 冊

(ｲ) 学校連携及び児童館連携用

団体連携本（主に児童書） 200 冊

イ 視聴覚資料

ＤＶＤ 5 点

Ｃ Ｄ 5 点

計 10 点

ウ 雑 誌 107 誌

※平成 25 年度から雑誌スポンサー制度を導入

令和 7 年 2 月現在 12 事業者、21 誌

エ 新 聞 12 紙

⑷ 子ども読書活動推進計画

第 3 次長久手市子ども読書活動推進計画

（対象年度：令和 5 年度から令和 9 年度まで）

【主要な取組】

ア ブックスタート事業

イ 中央図書館の読書環境づくり

ウ 児童館連携事業

エ 学校連携事業

オ 保育園・幼稚園の読書環境づくり

⑸ 行事

ア おはなし会（図書ボランティア等による） 年 80 回程度

イ 企画イベント 年数回

ウ 講座 年１回
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⑹ 図書ボランティアとの連携

ア 絵本などの読み聞かせ

イ 図書資料の修理

ウ 図書資料の返本、書架整理

⑺ 見学・職場体験・実習生

※相手方との調整の上、実施

ア 小学校図書館見学 各校年１回（３年生）

イ 中学生の職場体験 各校年１回（２年生）

ウ 大学生司書課程図書館実習 年１回

エ 教職員研修 不定期

⑻ 広報

ア 利用案内、図書館カレンダー等の作成、配布

イ 新刊リストの発行、ホームページへの掲載

ウ 小学生向け（学年別）・幼児向け推薦書リストの更新

エ 市及び図書館ホームページへの掲載

オ 市広報紙への掲載

⑼ 一部業務委託

令和６年４月から実施

ア 窓口等運営業務

イ 施設等維持管理業務

⑽ 図書館システム更新

館内利用者用端末、業務用端末、自動貸出機・返却機、及び付属機器の更新

（出入口ゲートは除外）

１０月に実施予定。蔵書点検を同時期に実施し、例年蔵書点検を実施している

１～２月は通常開館とする。

⑾ その他

学級文庫組替え（学校連携事業） ３月



こわ～いおはなし会

 お問い合わせ先 

ほか

長久手市中央図書館

夏 の夏 の

０５６１－６３ー８００６

７/18
14:00〜14:30

ストーリーテリングをたのしもう！

https://library.city.nagakute.lg.jp/ 

ゆきおんな

申し込みはいりません！！

HPでも

イベントの

お知らせを

ご覧いただけます

ちょっぴり

中央図書館 2階AVルーム

暑い夏の日、こわいおはなしで
涼みませんか？

小学生
むけ

（金）
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お問い合わせ

夏休み ブックトークの会夏休み ブックトークの会
夏休みは

児童館に

ＧＯ！ＧＯ！

対 象 小学生
長久手市中央図書館　TEL  0561-63-8006

各学校図書館で活動している司書が、今年の夏休みは

児童館におじゃましてブックトーク（本のしょうかい）をします。

10:00-7月30日（水）

※ 30分くらいお話しします
　 もうしこみはいりません！

13:30-7月30日（水）

10:00-8月 1日（金）

13:30-8月 1日（金）

10:00-8月 5日（火）

13:30-8月 5日（火）

みんながいちばんよみたいチャンプ本をきめるよ！

西児童館

北児童館

青少年児童
 センター

上郷児童館

市が洞児童館

南児童館

ししょ

じどうかん

じどうかん

ゴー　　ゴー

かく



00761
テキストボックス
資料５




学校連携司書の取り組み結果　R6年度

長　中

1年オリエンテーション資料協力（実施は国語科教諭）

年6回　新刊本コーナー展示を実施

支援学級が図書室利用時、読み聞かせ・ストーリーテリングを実施

南　中

日頃からYA向け図書のチェックを行い、読みたいと思わせる選書を心掛けた

新刊が入るたびに「新刊本紹介」を写真入りで作成し、掲示した

学級へ図書室の本を貸出、学期ごとに入れ替えをした

北　中

おすすめ本コーナーをこまめに変更し、多くの本が生徒の目に入るように心掛けた

季節のイベントを実施し、普段図書室に来ない生徒への来室を促した

棚見出しを作り直し、利用者のアクセスが良くなった

西　小

※チャレンジ読書：100冊の課題本を用意して、読書をする。

※昔話クイズ：昔話を読むと答えがわかるクイズを１冊ずつに設定している。

●R6年度 図書室改修工事が行われた。司書教諭と相談・協力し、引っ越し準備を行った

●長期閉館となり、先に各学年の要望を伺い、使いやすいよう図書を準備した

●改装後、教科書に合わせ9類の図書を著者順に並べ替えを行った

●書架のサインを更新・館内の装飾も行い、明るい雰囲気になった

●1年図書室利用時に「チャレンジ読書」を実践。司書選書の良書に多く触れることで、

　読む力の向上を図った

●1年図書室利用時に「昔話クイズ」を行い、昔話に親しむきっかけづくりを行った

●6年卒業時、貸出カードに手作りのメッセージカードをプレゼントして喜ばれた

改装前 改装後



授業支援の一例：

4年「伝統工芸のみりょくを伝えよう」

実物を見せ、現代にも使える伝統工芸の工夫を紹介

掲示物を季節ごとに変えた

2年授業利用時に幼年童話を10冊読破する取り組みを

実施

月刊誌の特集に合わせ、テーマ展示を展開

(「むかしのお金」「アンモナイト」など）

冬休み貸出時に本の福袋を作成

（図書委員選書協力）
高学年にも読み聞かせを実施

卒業祝ストーリーテリングお話会を実施 各学年「課題図書」「教科書関連本」の紹介を実施

定期購読している図書館新聞の特集に合わせて、

関連本を廊下に展示

低学年図書室には「じっけんラボ」を設置

飼育や観察の本を置き、調べものを支援

1～3年は「チャレンジ読書」を実施

（年間80～100冊を読破目標）

司書が選書し、活動をサポートした

授業の進度を伺い、関連資料を該当学年の廊下へ展示

６年国語で学習するブックトークの実演
司書のおすすめコメントを本につけ、校内数か所に

展示

季節感のある掲示やイベントを実施

（おみくじ・季節の折り紙や切り紙の飾り）

今年度、学校連携司書主導で初めて蔵書点検を実施、

資料の現状把握に努めた

1・2年オリエンテーションで電子黒板を使用

わかりやすい資料を作成
教科書に合わせ、文学の棚を著者順に並べ替えた

2年「ふたりはともだち」掲載の単元で、

パネルシアターを実演

「読書感想文課題本」「読書感想画課題本」

「教科書掲載本・関連本」の紹介・提案を行った

教科書掲載本の紹介や読み聞かせを実施 学校間で資料の貸借を行い、有効に活用した

各小学校へ中央館より学級文庫を貸出、

修理・クリーニングなどメンテナンスも行った

図書室担当先生と協力し、図書委員会の活動を

サポート

長　小 市　小

南　小 東　小

北　小 全体での取り組み

1～6年の調べ学習の資料準備を行った

特に、3年の長久手市について学ぶ単元では郷土資料

の準備に力を入れた（ザイおどりなどお祭りの資料）





ひらめきの図書館
～本とアートが出会ったら～

文化の家×中央図書館　共同プロジェクト

2025年 8月16日（土）～31日（日）
9時～17時 ※月曜休館

お問合せ　長久手市文化の家　0561-61-3411　長久手市中央図書館　0561-63-8006

常設展 アーティストの本棚 　長久手 ×アートの棚
みんなの一箱本棚 　ひらめきの棚

長久手市中央図書館　2階ギャラリー

主催　長久手市、長久手市教育委員会

本とアートが出会うとき、そこには新しい「ひらめき」が生まれます。 
中央図書館と文化の家が共同で送る初のプロジェクト。2週間にわたって、
図書館とアートが融合した特別な体験をお届けします。

新たな本と出会う常設展のほか、製本ワークショップや、はじめての
小説を書いてみる体験会など、多数のイベントを開催。

本からはじまる創作活動を通じて、新しい発見をしてみませんか？ 
この夏、長久手に「ひらめき」があふれます。 

公演・ワークショップ

8月28日（木）10：00～
小学 5年生～中学生限定
はじめての小説を書いてみよう

料金：無料（要申込、定員12名）　　
対象：小学5年生～中学生
講師：高木 暸吾（文化の家創造スタッフ）

8月26日（火）　①10：00～　②14：00～  
製本ワークショップ
糸綴じの自由帳を作ろう

料金：1,000 円（当日支払い、要申込、各回定員 6名）
対象：小学 5年生～大人　　
講師：中川 京子（製本作家）

8月23日（土）14：30～
音楽付きおはなし会
走れメロス
料金：無料（要申込）　　
対象：小学 5年生以上推奨（大人のみも可）
出演：文化の家創造スタッフ（屑屋 あず、伊藤 天音、内田 一晟）

すべてのイベントは中央図書館AVルームで実施します。　
事前の申込が必要なイベントは 7月1日（火）から、QRコード
先のフォームにてお申し込みください。
※窓口・お電話での申込みは受け付けておりません。
※空きがある場合のみ、当日会場での参加も受付いたします。

朗読に即興演奏をつけた人気シリーズ。
あの名シーンを臨場感あふれる音楽
とともに体感してください。

2時間ほどかけて、一からの本格的
な製本を体験できます。作った自由
帳はお持ち帰りいただけます。

人生ではじめての創作体験。一つの
物語を作って、頭の中にある世界を
言葉にしてみよう。

※写真はイメージです。実物とは異なります。



プレイベント

講演会

7月26日（土）13：00～
私だけの一箱本棚をつくろう！
料金：無料（要申込、定員 12名）
対象：どなたでも。グループで 1つでもOK（代表者のみお申込みください）

図書館の本から好きな本を選んで、自分だけの一箱本棚を作ります。作った本棚は会期中
に展示します。　※棚はこちらで用意します。

8月31日（日）14：00～
三宅香帆 トークイベント

言葉にならない好きを言葉にする

料金：無料（要申込）　　対象：どなたでも

『なぜ働いていると本が読めなくなるのか』でベストセラー作家となった
今一番話題の文芸評論家、三宅香帆さんによるトークイベントです。
三宅さんの著書『「好き」を言語化する技術』にちなんで、自分の「好き」に
向き合うための時間を作りました。「好き」を言葉にすることで、もしかしたら
自分のことも好きになれるかもしれません。日常にある「好き」が見えるよう
になるヒントを探しに来てください。

同時開催「働いていて本が読めない人のための読書会」
8月31日（日）　9時～12時（申込不要）

8月17日（日）13：00～
吉成信夫×土肥潤也 対談イベント

にぎわいが生まれるコミュニティづくり
～これからの文化拠点の可能性～
料金：無料（要申込）　　対象：まちづくり、図書館、文化施設などに興味のある人

「ぎふメディアコスモス」元総合プロデューサーの吉成信夫さんと、「みんなの図書館さんかく」で
全国的に有名になった土肥潤也さんによる夢の対談。コミュニティづくりの最前線にいるお二人のお話を
もとに、日本一若いまち長久手らしい、にぎわいとひらめきであふれる文化拠点のあり方について考えます。

※各イベントの開催場所と申込方法は表面の裏をご覧ください。

文芸評論家。京都市立芸術大学非常勤講師。1994 年高知県
生まれ。京都大学人間・環境学研究科博士後期課程中退。　
リクルート社を経て独立。主に文芸評論、社会批評などの
分野で幅広く活動。著書『なぜ働いていると本が読めなく
なるのか』『「好き」を言語化する技術』等多数。

三宅香帆『「好き」を言語化する技術』
ディスカヴァー・トゥエンティワン

三宅香帆『なぜ働いていると本が読め
なくなるのか』集英社

三宅 香帆

1995年、静岡県焼津市生まれ。早稲田大学院修士課程修了（社会科学）。NPO法人わかもの
のまち、一般社団法人トリナス、株式会社C&Y パートナーズ代表。焼津駅前通り商店街を
の空き店舗を活用し、私設図書館「みんなの図書館さんかく」、私設公民館「みんなの公民
館まる」を開館するなど、商店街の活性化に取り組む。一箱本棚オーナー制度を導入した市
民参画の仕組み「みんとしょ」は全国100館以上に広がり、朝日新聞天声人語、日経新聞１面、
日経トレンディ、NHK などにも取り上げられる。マニフェスト大賞優秀賞、第14 回日本
まちづくり大賞、Library of the Year 2023大賞、Forbes 30 Under 30（世界を変える
30歳未満30人）を受賞。著書に『わたしのコミュニティスペースのつくりかた』など。

土肥 潤也

39歳の時、家族と岩手に移住。「石と賢治のミュージアム」研究専門員を経て、環境教育施設
「森と風のがっこう」を立ち上げる。その後、岩手県立児童館いわて子どもの森の初代館長、
岐阜市立図書館長等を歴任。現在は、明石市本のまちづくり推進アドバイザー、中部学院大
学兼短期大学部客員教授など。本のひみつ基地（無印良品柳ケ瀬店）を運営しながら、各地
の文化的空間づくりに関わっている。著書に『賑わいを創出する図書館　開館９ヶ月半で
来場者100 万人を突破した「みんなの森ぎふメディアコスモス」の冒険』（KADOKAWA）
など。岐阜市在住。
好きなものは、子ども、ムーミン、カフェ。

吉成 信夫

講演会前に、三宅さんの本を読みたい人
のための時間を作ります。
最初の2 時間は各自で『「好き」を言語化
する技術』を読み、最後 1 時間でその場に
いる人同士で読書会を行います。本はご
自身でご購入の上ご持参ください。
途中参加可、すでに本を読み終わっている
人のご参加も歓迎します。

※読書会とは......集まった人同士で本の感想など 
　　　　　　　　をシェアする会です。
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